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市
民
共
済
の
�
火
災
共
済
�

は
、
今
年
の
１
月
に
大
き
く
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
契
約
限
度
額
が
６
千

万
円
に
ア
ッ
プ
し
て
、
契
約
を

一
本
に
ま
と
め
ら
れ
る
方
が
ぐ

っ
と
増
え
ま
し
た
。

次
に
、
再
取
得
価
額
特
約
が

附
帯
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
（
契

約
限
度
額
の
７０
％
以
上
の
契
約

が
あ
る
場
合
）
、
現
在
所
有
し

て
い
る
建
物
・
家
財
と
同
レ
ベ

ル
の
も
の
を
買
い
替
え
で
き
る

保
障
方
法
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、

火
災
等
共
済
金
以
外
に
「
費
用

共
済
金
」
が
支
払
わ
れ
る
こ
と

で
、
事
故
に
遭
わ
れ
た
と
き
の

《
安
心
》
も
よ
り
一
層
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
３５
年
の

設
立
以
来
、
組
合
員
の
方
々
の

ニ
ー
ズ
に
少
し
で
も
近
づ
く
た

め
、
内
容
の
検
討
を
重
ね
て
お

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
に
身
近
な
共

済
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い

�
市
民
の
た
め
の
火
災
共
済
�

を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

対
象
と
な
る物

件

◆
契
約
者
が
居
住
し
て
い
る
建

物
お
よ
び
こ
れ
に
収
容
さ
れ

て
い
る
動
産

◆
貸
家
に
つ
い
て
も
、
専
有
区

分
単
位
あ
る
い
は
棟
単
位

で
、
建
物
に
契
約
で
き
ま
す

＊
契
約
者
が
所
有
す
る
建
物
の

う
ち
、
人
の
居
住
し
な
い
建

物
や
、
こ
れ
に
収
容
し
て
あ

る
動
産
は
、
契
約
で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は

契
約
で
き
ま
す
。

◆
新
築
、
ま
た
は
改
築
の
場
合

で
、
建
物
が
完
成
し
、
１
カ

月
以
内
に
居
住
す
る
こ
と
が

確
定
し
て
い
る
建
物
（
引
き

渡
し
完
了
後
の
建
物
）

◆
居
住
地
以
外
の
店
舗
併
用
住

宅
で
、
居
住
地
に
隣
接
し
て

い
る
建
物
や
、
お
お
む
ね
７

日
に
１
回
程
度
寝
泊
ま
り
し

て
い
る
建
物

◆
入
院
、
転
勤
な
ど
で
空
き

家
、
ま
た
は
無
人
と
な
っ
た

建
物
で
、
再
入
居
を
前
提
と

し
た
も
の

◆
貸
家
で
、
入
居
者
の
移
転
に

よ
り
一
時
空
き
家
と
な
っ
た

も
の対

象
と
な
る事

故

◆
火
災
・
破
裂
・
爆
発
・
落
雷
・

自
動
車
の
飛
込
み
・
航
空
機

の
墜
落
の
事
故
に
よ
る
損
害

◆
漏
水
の
事
故
に
よ
る
損
害

（
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の

契
約
で
、第
三
者
の
居
室
で
発

生
し
た
不
測
か
つ
突
発
的
な

水
漏
れ
に
よ
り
被
っ
た
損
害
）

※
自
然
災
害
に
よ
る
事
故
は
、

免
責
事
項
と
な
り
ま
す
。

共
済
掛
金

契
約
す
る
建
物
の
構
造
お
よ

び
用
途
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
（
左
表
参
照
）

契
約
限
度
額

﹇
建
物
﹈

建
物
の
延
坪
数
に
８０
万
円
を

乗
じ
て
得
た
額

○
限
度
額
４
千
万
円

﹇
動
産
﹈

左
表
の
と
お
り

○
限
度
額
２
千
万
円

再
取
得
価
額
特
約

契
約
額
が
契
約
限
度
額
の
７０

％
以
上
の
場
合
『
再
取
得
価
額

特
約
』
が
自
動
的
に
附
帯
さ

れ
、
契
約
額
を
限
度
と
し
て
、

被
害
に
遭
っ
た
建
物
や
家
財
と

同
程
度
の
も
の
を
新
し
く
購
入

す
る
た
め
に
必
要
な
額
を
、
共

済
金
と
し
て
お
支
払
い
し
ま

す
。
た
だ
し
、
契
約
額
が
契
約

限
度
額
の
７０
％
以
下
の
場
合

は
、
従
来
の
計
算
方
法
に
よ
る

お
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
銀
行
・
郵
便
局
の
口

座
自
動
引
落
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
は
、
今
年
度
の
満
期
通
知

の
「
再
取
得
価
額
特
約
附
帯
必

要
契
約
額
」
欄
を
ご
参
照
い
た

だ
き
、
更
新
時
の
契
約
額
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

費
用
共
済
金

火
災
等
共
済
金
の
他
に
費
用

共
済
金
と
し
て
、
臨
時
費
用
共

済
金
・
残
存
物
取
片
付
費
用
共

済
金
・
失
火
見
舞
費
用
共
済
金

・
修
理
費
用
共
済
金
・
漏
水
見

舞
費
用
共
済
金
の
中
か
ら
、
各

事
故
に
応
じ
て
お
支
払
い
し
ま

す
。
内
容
等
詳
細
は
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

契
約
期
間

◆
新
規
契
約

契
約
日
の
翌
日
正
午
か
ら
一

年
間
で
す
。

◆
更
新
契
約

契
約
満
了
日
の
正
午
か
ら
一

年
間
で
す
。

更
新
契
約
の
手
続
き
は
、

満
期
日
ま
で
に
地
域
協
力
員

が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
が
、

不
在
等
の
理
由
で
更
新
契
約

が
で
き
て
い
な
い
方
は
、
至

急
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
契
約
期
間
が
切
れ
た

後
の
事
故
に
つ
い
て
は
補
償

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

（
問
合
せ
先

０
７
９
８
・
２

３
・
５
５
６
６
）

火火災災共共済済

市
民
共
済
で
は
、
各
家
庭
に

『
１
本
』
の
消
火
器
の
設
置
を

目
標
に
、
消
火
器
販
売
事
業
を

行
い
、
そ
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
と

し
て
、
昨
年
「
消
火
器
の
無
料

点
検
」
を
、
市
内
全
町
で
実
施

し
ま
し
た
。

火
災
は
、
出
火
し
て
間
も
な

い
う
ち
は
、
ま
だ
私
た
ち
の
手

で
消
火
で
き
る
火
で
す
。
慌
て

ず
に
消
火
器
や
水
を
か
け
れ

ば
、
大
き
な
火
災
に
な
る
前
に

火
を
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
家
庭
に
は
消
火
器
の
設
置

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
火
災

が
人
命
に
関
わ
る
恐
ろ
し
い
事

故
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

初
期
消
火
の
た
め
に
、
や
は
り

各
家
庭
に
一
本
は
備
え
て
お
か

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

販
売
し
て
い
る

消
火
器

全
て
の
消
火
器
を
取
り
扱
い

ま
す
が
、
特
に
Ｙ
Ａ
４
型
・
６

型
・
１０
型
・
Ｙ
Ｔ
Ｋ
２
型
の
４

器
種
は
、
い
つ
で
も
事
務
局
で

お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
い
ず

れ
の
消
火
器
も
、
油
火
災
や
電

気
火
災
に
使
え
、
簡
単
に
し
か

も
安
全
に
使
用
で
き
る
「
Ａ
Ｂ

Ｃ
消
火
器
」
で
す
。
ど
の
消
火

器
も
、
定
価
の
半
額
程
度
で
組

合
員
の
み
な
さ
ま
に
販
売
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

＊
配
達
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

１
件
に
つ
き
５
０
０
円
を
別
途

に
頂
き
ま
す
。

薬
剤
詰
替

火
災
事
故
や
消
火
訓
練
な
ど

で
使
用
し
た
消
火
器
は
、
薬
剤

の
詰
替
を
す
れ
ば
再
度
使
用
で

き
ま
す
。

詰
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
詰
替
料
金
に
つ
い
て
は
、

メ
ー
カ
ー
に
関
係
な
く
器
種
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
割
安
の
料
金
で
行
っ
て
い

ま
す
。

＊
配
達
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

１
件
に
つ
き
５
０
０
円
を
別
途

に
頂
き
ま
す
。

点
検
業
務

消
防
用
設
備
に
は
、
一
般
家

庭
用
か
ら
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の

よ
う
な
大
規
模
な
設
備
ま
で
あ

り
ま
す
が
、
市
民
共
済
で
は
、

消
火
器
の
点
検
・
詰
替
は
も
ち

ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
消
防
用
設
備

の
点
検
業
務
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

＊
消
防
用
設
備
に
つ
い
て
の
あ

ら
ゆ
る
ご
相
談
・
お
見
積
り
等

は
、
無
料
で
お
受
け
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
な
く
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
問
合
せ
先

０
７
９
８
・
２

３
・
５
５
６
６
）

消消火火器器販販売売
西
宮
市
民
共
済
会
館
の
会
議

室
は
、
土
曜
・
日
曜
等
の
休
日

や
午
後
６
時
以
降
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
と
て
も
便

利
！
仲
間
同
士
の
打
ち
合
わ
せ

や
講
演
会
、
町
内
の
集
会
な
ど

幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

ご
利
用
に
な
る
日
の
６
カ
月

前
か
ら
、
１
階
事
務
局
で
随
時

受
付
け
て
お
り
ま
す
。

ご
利
用
日
時
・
人
数
・
目
的

等
を
ご
記
入
の
う
え
、
利
用
料

金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

利
用
を
お
断
り
す
る
場
合

○
物
品
販
売
を
目
的
と
す
る
場

合
○
公
の
秩
序
を
乱
し
た
り
善
良

な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
場
合

○
会
議
室
運
営
上
支
障
が
あ
る

場
合

（
問
合
せ
先

０
７
９
８
・
２

３
・
５
５
６
６
）

利利用用事事業業

交
通
事
故
は
、
車
や
バ
イ
ク

に
乗
っ
て
い
る
と
き
に
だ
け
遭

う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま

た
自
分
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ

て
さ
え
い
れ
ば
避
け
ら
れ
る
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
い

つ
ど
こ
で
不
慮
の
事
故
に
ま
き

こ
ま
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で

す
。市

民
共
済
の
交
通
傷
害
共
済

は
、
車
や
バ
イ
ク
だ
け
で
な
く

電
車
な
ど
の
交
通
機
関
、
ま

た
、
自
転
車
に
よ
る
事
故
も
対

象
に
な
り
ま
す
。

加
入
者
が
増
え
れ
ば
増
え
る

ほ
ど
、
よ
り
有
利
な
保
障
内
容

に
な
る
市
民
共
済
の
交
通
傷
害

共
済
に
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
加

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

対
象
と
な
る事

故

日
本
国
内
に
お
け
る
次
の
事

故
を
対
象
と
し
ま
す
。

交
通
事
故

■
車
両
（
自
動
車
・
単
車
・
自

転
車
・
車
い
す
）
に
よ
る
事

故＊
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ

ー
の
発
行
す
る
人
身
事
故
扱

交
通
事
故
証
明
書
の
発
行
さ

れ
る
事
故

■
交
通
機
関
（
電
車
・
汽
車
・

気
動
車
・
船
舶
・
飛
行
機
）

に
よ
る
事
故

＊
当
該
交
通
機
関
の
発
行
す

る
人
身
事
故
扱
事
故
証
明
書

の
発
行
さ
れ
る
事
故

＊
自
転
車
に
よ
る
自
損
傷
害

に
つ
い
て
も
、
警
察
署
に
届

け
出
て
事
故
の
確
認
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
人
身
事
故

扱
事
故
証
明
書
が
発
行
さ
れ

ま
す
。

火
災
事
故

■
消
防
関
係
機
関
の
発
行
す
る

る
人
身
事
故
扱
証
明
書
（
負

傷
者
名
の
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
）
が
発
行
さ
れ
る
事
故

※
自
然
災
害
に
よ
る
事
故
に
つ

い
て
は
、
免
責
事
項
と
な
っ

て
い
ま
す
。

契
約
期
間

契
約
日
の
翌
日
正
午
か
ら
一

年
間

（
更
新
契
約
は
契
約
満
了
日

の
正
午
か
ら
一
年
間
）

共
済
掛
金

共
済
掛
金
は
、
年
齢
・
職
業

に
関
係
な
く
一
律
で
、
１
人
に

つ
き
百
万
円
契
約
は
千
円
、
２

百
万
契
約
は
２
千
円
（
年
額
）

で
す
。

共
済
金
の
額

契
約
額
を
限
度
と
し
て
、
傷

害
の
程
度
に
よ
っ
て
支
払
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
契
約
証
書
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
の
共
済

金
額
の
表
を
ご
参
照
い
た
だ
く

か
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

共
済
金
の請

求
方
法

事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
、
警

察
に
届
け
出
て
交
通
事
故
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
と
、
医
師
の

診
断
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

自
転
車
に
よ
る
自
損
傷
害
に
つ

い
て
も
同
様
に
警
察
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
傷
害
共
済
金
に

つ
い
て
は
、
医
師
な
ど
の
治
療

が
終
了
し
た
と
き
、
ま
た
は
１

８
０
日
を
経
過
し
た
と
き
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
共
済
金
の

請
求
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て

は
、
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

（
問
合
せ
先

０
７
９
８
・
２

３
・
５
５
６
６
）

交交通通共共済済第
８
回
趣
味
の
作
品
展
示
会
を
左
記

の
要
領
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
夢
と
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
作
品

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
作
品

○
造
花
・
編
物
等
手
工
芸
品

○
絵
画
（
１０
号
程
度
）
額
入

○
写
真
（
四
切
程
度
）
額
入

＊
持
ち
運
び
可
能
で
１
年
以
内
に
制
作

の
も
の

応
募
受
付
期
間

平
１３
成
年
７
月
１２
日
（
木
）
〜
平
成
１３

年
７
月
１９
日
（
木
）

土
・
日
は
休
館

展
示
期
間

平
成
１３
年
７
月
２６
日
（
木
）
〜
平
成
１３

年
７
月
２９
日
（
日
）

土
・
日
も
開
館

応
募
受
付
・
展
示
場
所

西
宮
市
民
共
済
会
館

応
募
受
付
・
展
示
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

問
合
せ
先

西
宮
市
民
共
済
事
務
局

西
宮
市
本
町
５
―
３３

０
７
９
８
・
２
３
・
５
５
６
６

会議室利用料金表（消費税別） 休日の利用は別料金となります。

全 日

９時～２１時

４，４００円

４，４００円

７，８００円

１６，２００円

夜 間

１８時～２１時

１，６００円

１，６００円

２，８００円

５，８００円

昼全日

９時～１７時

３，０００円

３，０００円

５，２００円

１１，０００円

午 後

１３時～１７時

１，８００円

１，８００円

３，１００円

６，５００円

午 前

９時～１２時

１，３００円

１，３００円

２，３００円

４，８００円

室 名

２０１号室（小）

２０２号室（小）

２０３号室（中）

３０１号室（大）

※１口につき下表のとおり（年額）です。

共済掛金

９０円

２００円

６０円

１５０円

建物の用途

専用住宅

その他の住宅

専用住宅

その他の住宅

建物の構造

木 造

耐 火

共
済
掛
金
表

動産契約制限表
◎動産の契約額は、動産を収容する建物の延面積または
同居する親族の人数に応じて、算定します。
（１）建物の延面積による場合

再取得価額特約額

１４００万円以上

１３００万円以上

１２００万円以上

１０００万円以上

９００万円以上

７００万円以上

６００万円以上

４００万円以上

（２）同居する親族の人数による場合
５００万円×人数

（乗じて得た額の７０％以上で再取得特約が附帯）

限度額

２０００万円

１８００万円

１６００万円

１４００万円

１２００万円

１０００万円

８００万円

５００万円

面 積

４０坪（１３２㎡）以上

３５坪（１１６㎡）以上

３０坪（９９㎡）以上

２５坪（８３㎡）以上

２０坪（６６㎡）以上

１５坪（５０㎡）以上

１０坪（３３㎡）以上

１０坪（３３㎡）未満

趣味の作品展示会

（第７４号） 平成１３年（２００１年）６月２５日 （２）西宮市民共済だより


